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えひめのブルーカーボン里海づくりモデル事業受託者募集要領 

 

本県では、豊かな生物多様性を保全し、その恵沢を将来にわたって享受できる自然共生社会を目指

し、「第２次生物多様性えひめ戦略」に基づき、生物多様性の保全と管理、生物多様性の恵みの持続可

能な利用、多様な人々の連携・協働に取り組んでいる。 

また、国では、生物多様性の損失を止め、人と自然の結びつきを取り戻すため、30ｂｙ30の目標達

成に向け、自然環境を保護し自然と共生するエリアの拡大を図っており、県においても同様にエリア

拡大を目指している。 

海域における干潟等の沿岸域は、元来美しい自然と人の暮らしが共生してきた「里海」であり、人

の手で適切に管理することで、豊かで多様な生態系と自然環境が保全され、自然の恵みを将来にわた

って供与されるものであるが、保全体制が十分とは言えない状況がある。 

そこで、地域の実情に応じた里海づくりを図るため、生き物等調査を実施の上、保全体制の構築を

進めるとともに、干潟の生物多様性を保全し県民へのブルーカーボン生態系の魅力や重要性を普及啓

発する。 

つきましては、本事業の企画運営、事業等の受託を希望する事業者を募集します。 

 

１ 業務の概要 

（１）業務名 「えひめのブルーカーボン里海づくりモデル事業」 

 

 

 

 

（２）委託業務の内容  

別紙のえひめのブルーカーボン里海づくりモデル事業仕様書のとおりとします。 

（３）契約期間 

契約締結日から令和７年３月 14日(金)まで 

（４）委託料上限額 

5,999,000円（消費税及び地方消費税 10％を含む。） 

 

２ 応募の資格 

（１） 県内に事業所（本社、支社、営業所等）を有すること。 

（２） 愛媛県競争入札参加資格者登録名簿に登録されていること（もしくは、企画提案書提出時ま

でに登録が予定されていること） 

（３） 地方自治法施行令第 167条の４（一般競争入札参加者の資格）の規定に該当しないこと。 

（４） 企画提案書の受付期間中において、愛媛県から競争入札への指名停止を受けていないこと。 

（５） 企画提案書の受付期間中において、会社更生法に基づく更正手続き開始の申し立て、民事再

生法に基づく民事再生手続き開始の申し立て及び破産法に基づく破産手続き開始申し立てが

なされていないこと。 

（６） 企画提案書の提出期限の日前６月間において、振り出した手形又は小切手が不渡りとなり、

銀行当座取引を停止されていないこと。 

（７） 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77号）第２条第２項に規

定する暴力団及びその利益となる活動を行う者ではないこと。 

（８） 過去５年間に、国又は地方公共団体からの自然環境調査の委託業務の実績を有する者である

こと。 

（９） 自然環境調査に係る各分野の専門的知見・技術を有する者を、本業務従事者として確保して

いること。 

  

担当 〒790-8570 愛媛県松山市一番町四丁目２ 

愛媛県県民環境部環境局自然保護課 生物多様性係 

電話 089－912－2368 FAX 089－912－2354 
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３ プロポーザルの手続 

（１） 担当窓口 

愛媛県県民環境部環境局 自然保護課 生物多様性係（担当：武智） 

〒790-8570 愛媛県松山市一番町四丁目２ NTT愛媛ビル２棟 

電話 089-912-2368 ＦＡＸ089-912-2354 

電子メールアドレス：shizenhogo@pref.ehime.lg.jp 

＊電話による問合わせ及び書面の提出は、平日の午前９時から午後５時までとする。（正午か

ら午後１時までを除く） 

 

４ 質問の受付および回答 

（１）受付期限 

令和６年３月 29日（水）午後５時（必着）まで 

（２）受付方法 

・ 募集内容に関する質疑は、ＦＡＸ又は電子メールにより、上記３の担当窓口に質問書（様 

式１）を提出してください。（電話、来訪など口頭による質問は受け付けません。） 

・ 件名を「えひめのブルーカーボン里海づくりモデル事業に関する質問」とし、いずれの場

合も、送信後、担当窓口へ電話により着信の確認を行ってください。 

（３）回答方法 

質問及び回答内容は、令和６年４月２日（火）までに県ホームページにより回答します。（た

だし、質問者の個別具体の提案内容に関わるものは除く。） 

 

５ 参加申込及び資格要件の確認 

プロポーザル参加を希望する事業者は、次の（１）の書類を提出してください。 

（１）提出書類 

① 参加申込書（様式２） 

② 参加資格誓約書（様式３） 

（２）提出期限 

令和６年４月３日（水） 午後５時（必着） 

（３）提出方法・提出先 

持参（土、日、祝日を除く。）又は郵送（書留）により、上記３の担当窓口へ提出。 

（４）資格要件の確認 

愛媛県自然保護課において、申込者に対して参加資格の確認を行い、その結果を令和６年４月

４日（木）までに申込者へ電子メールにて通知します。 

（５） 参加辞退 

参加申込書提出後に参加辞退する場合は、辞退届（任意様式）を提出してください。 

 

６ 企画提案書の作成 

別途定める「えひめのブルーカーボン里海づくりモデル事業企画提案書作成要領」に基づいて企

画提案書を作成し、次の点に留意してください。 

（１） 企画提案書は１者１提案のみとします。 

（２） 委託契約金額（１の（４））の上限を超えた者ものは、審査の対象から除きます。 

 

７ 企画提案の提出手続き 

プロポーザル参加者は、次により企画提案書を提出するものとします。 

（１） 提出書類および提出部数 

企画提案書 正本１部、副本 7部 

（２）提出期限  令和６年４月 12日（金）午後５時（必着） 

（３）提出方法・提出先 

持参（土、日、祝日を除く。）又は郵送（書留）により、上記３の担当窓口へ提出。 
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８ 企画提案書の取扱い 

（１） 提出後の企画提案書については、原則として再提出および差替えは認めません。（審査に影響

を与えない軽微なものを除く。）ただし、県から書類の不足・不備の補完、内容不明点の確認

のほか、必要に応じて追加資料の提出をお願いする場合があります。 

（２） 提出期限後において、提出書類は理由を問わず返却しません。 

（３） 提出された書類は、必要に応じ複写することがあります。（県庁内及び審査委員会での使用に

限ります。） 

（４） 提案を取り下げる場合は、取下げ願い書（様式４）を提出してください。また、取下げ願い

書の提出があった場合でも、提出された企画提案書は返却しません。 

（５） 提出期限までに企画提案書を提出しない者は、辞退したものとみなします。 

（６） 次のいずれかに該当する企画提案書は無効とします。 

① 企画提案書や申告書に虚偽の記載をした場合 

② 参加条件を満たさない事業者や選考過程で参加条件を満たさなくなった場合。 

 

９ 審査 

（１） 選定の方法 

① 審査は、県が別途設置する選定委員会において、別紙「えひめのブルーカーボン里海づくり

モデル事業プロポーザル審査基準」に基づき、企画提案書およびプレゼンテーションにより

審査し、最も優れた提案を行った事業者（委託候補者）を選定します。 

② ５者以上から提案があった場合は、一次選考として書類選考を行ったうえで、プレゼンテー

ションによる二次選考を行う場合があります。 

（２）プレゼンテーションの実施方法 

① １企画提案書あたり 20分以内で説明を行います。説明終了後に選定委員より質問を 10分程度

行います。 

② その他、プレゼンテーションの実施日時、場所等詳細については、別途対象者に通知します。

なお、各参加者のプレゼンテーションの順番は、上記５（３）の参加申込みの受付順とします。 

 

10 審査結果 

審査結果は、全ての参加者に文書で通知します。（ただし、順位や採点結果をお知らせするもの

ではありません。）なお、審査内容に関する質問や異議は、受付けません。 

 

11 その他留意事項 

（１） 提出された参加申込書および企画提案書は、委託候補者の選定以外の目的では使用しません。 

（２） 企画提案書の作成及び提出等、プロポーザル参加に要する経費は、全て企画提案者の負担とな

ります。 

（３） プロポーザルおよび契約の手続並びに委託業務の実施において、使用する言語は日本語、使用

する通貨は円とします。 

（４） 本事業は愛媛県の令和６年度当初予算の成立を前提に行うものであり、今後、事業予定の変更

や事業そのものの中止の可能性があります。 
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12 プロポーザル実施に係る日程 

令和６年３月 15日（金）      募集要領等の公開 

令和６年３月 29日（金）午後５時まで 実施内容等に関する質問書の提出期限 

令和６年４月 ２日（火）     質疑への回答期限 

令和６年４月 ３日（水）午後５時まで 参加申込書類提出期限 

令和６年４月 ４日（木）     参加資格の確認結果通知 

令和６年４月 ４日（木）から４月 12日（金）午後５時まで 

企画提案書の受付 

令和６年４月 15日（月）から 26日（金）のいずれかの日  

審査委員会（プレゼンテーション） 

令和６年４月 下旬 （予定）    審査結果通知 

 

13 契約 

（１） 契約の締結 

上記９により選定された委託候補者と契約締結の協議を行います。 

（２） 協議内容 

提出された企画提案書を基に業務について協議を行い、仕様書を作成します。したがって、

協議の過程で提案内容の追加、変更または削除等の一部変更がある場合があることを御了承

下さい。なお、協議が整わなかった場合にあっては、次点の提案として評価した者と協議の

上、契約を締結する場合があります。 

（３） 契約締結 

 協議のうえ決定した仕様書に基づき、委託候補者から見積書を提出いただき、予定価格の

範囲内であることを確認して業務契約を締結することになります。（契約保証金は愛媛県会計

規則第 152条から第 154条までの規定により取り扱います。） 

（４） 契約条項等 

別に定める契約書のほか、愛媛県会計規則（昭和 45 年愛媛県規則第 18 号）の規定に準じ

ることとします。 

 

14 その他 

（１） 提出された参加希望書及び提案書等は、業務予定者の選定以外の目的で使用しません。 

（２） 愛媛県から受領又は閲覧した資料等は、愛媛県の了解なく公表又は使用してはならないこと

とします。 


